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当研究室は，太陽光エネルギー科学研究グループの中核研究室の 1つとして，1979年に締結
された日米光合成科学研究協力を軸に約 20年の間，主として光合成酸素発生器官の構造と機能
の研究を行ってきたが，研究協力協定の終結および前主任研究員の退任を契機に，新しい研究分
野への展開を計ることになった。新研究分野と研究体制が固まるまでの間，これまでの研究で達
成できなかった課題について暫定的に研究を継続している。

1. 光化学系 II複合体の結晶構造解析（沈；神谷（研究
技術開発室））
光化学系 IIは 14種の膜タンパク質と 3種の膜表在性タン

パク質を含む分子量 320 kDaの膜タンパク質超分子複合体
である。立体構造解明のため，光化学系 II複合体を好熱性
らん藻 Synechococcus vulcanus より単離精製し，結晶化し
た。結晶の空間群は P212121であり，格子常数 a = 129.7 Å，
b = 226.5 Å，c = 307.8 Å，最高分解能 3.5 Åであった。結
晶中の系 IIはすべての構成サブユニットと高い酸素発生能
力を保持し，分子量 580 kDaの二量体として存在していた。
SPring-8の放射光を利用し，クライオ条件での回折データ
収集条件を確立し，重原子同型置換法および多波長異常分
散法を用いて光化学系 II 複合体結晶の初期位相を決定し，
その電子密度図を得た。

2. 酸素発生系表在性タンパクの機能と進化（沈）
（1）33 kDaタンパク質
酸素発生反応に重要な役割を持つ光化学系 II の表在性

33 kDa タンパク質について，部位特異的変異株を作製し，
各種光合成活性を測定することによって，33 kDa タンパ
クの機能発現に重要な残基を同定した。すなわち，D159，
R163残基を改変することによって，光合成活性が著しく低
下したことから，これらの残基が 33 kDaタンパク質にとっ
て重要な役割を持つと考えられる。さらに，この 2つの残
基が密接に相互作用し，33 kDaタンパクの機能を維持して
いることが判明した。（米国オクラホマ州立大学との共同
研究）
（2）表在性タンパクの進化
光合成の酸素発生反応に関わる 3種の表在性タンパク質

の内，原核生物であるらん藻と真核生物である高等植物で
異なる 2種の表在性タンパク質について，らん藻・紅藻・
高等植物からそれぞれ光化学系 II複合体および表在性タン
パクを単離精製し，各表在性タンパク質を交互に再構成さ
せる実験を行い，それらの系 II複合体への結合能力・活性
化能力についての知見を得た。（東京理科大学理学部生物学
科との共同研究）
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